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法人名 特定非営利活動法人 日本語教育ネットワーク             

事 業 計 画 書 

事業名 
「地域サテライト日本語クラス」事業 

種類 
（1）SDGs 推進事業（ ○人間  豊かさ 地球 平和 ﾊ○゚ーﾄﾅｰｼｯﾌﾟ  ） 

（2）自立促進事業（ 人間  豊かさ  地球  平和  ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ  ）  

1．事業の目的 

 

現在、川越市の国際交流センターにて外国籍の住民に対し木曜日と

土曜日に日本語クラスを行っているが地域の学習者の急増（10 年

前の 1.8 倍）を機に新たに川越霞ケ関地区にサテライト教室を開設

したい。霞が関周辺は東京国際大学の留学生が多く暮らしており、

またネパール人が経営する店が多数ある。（川越市国際文化交流課

提供資料あり）この事業では地域住民と外国籍住民両者の共生社会

への理解と歩み寄り（価値観の変化）が大変重要なテーマである。 
＜事業目的＞（1）地域外国籍住民の日本語能力の向上や社会生活

適応を図ること、（2）日本語クラスの教室を外国籍住民と地域住民

との交流の場とし、住民の多文化共生意識の向上に資すること（地

元シニアの活用、外国籍住民への祭り・防災活動・行事への参加の

促し）、（3）教室を角栄商店街の中に設け、そこをひとつの核とし

て、商店街の空き店舗解消につなげていくこと 

上記の目的は、SDGs の目的「人間」同士のバリアフリー「豊かさ

（多文化共生の町づくり）」「平和（防災、国際協力）」特に「パー

トナーシップ（多様な主体の協力）」と密接に関係していると考え

る。 

◎Ａ４片面４枚以内で簡潔に記載してください。 



2．事業の内容 

 

（1）「霞ヶ関サテライト日本語クラス」は、地域外国籍住民の学習

レベルや様々なニーズ、生活相談に対応するための、また学校や

仕事の時間帯の関係で国際交流センターでの日本語クラスに参

加できない学習者のための日本語クラスである。 
＜クラスの日時＞ 毎週水曜日、金曜日 15 時 30 分～18 時 30 分 
＜参加学習者見込み人数＞ 1 日 10 名 52 回 520 名 
＜場所＞川越市霞が関北 角栄商店街内レンタルスペース  
主な内容 

①地域外国籍住民への対応 
＜ニーズ＞への対応 
仕事や学校に必要な日本語レベルアップ 日本語検定試験合格、

日本人と親しくなるための交流日本語、生徒、児童への日本語教

育、学習サポート等 
＜属性＞への対応 外国人材の掘り起こし 
国籍、年齢、在留資格、職種、学歴をパーソナルデータにして 
講師で共有し効果的な対応を行う 
＜実際の生活状況に合った日本語サポート＞ 
属性、日本語習得状況により、外国籍住民の生活スタイルは大き

く異なるため、何を優先してサポートするかパーソナルデータに

より検討、連携しながらクラス運営を行う 
②外国籍児童生徒の放課後日本語、学習サポート 

 学校現場での日本語サポートは一人につき年に 20 回程度で学習

言語まで到底行きつかないため、かなり丁寧な日本語サポートが

必要になる。教員経験者にもボランティアを依頼し、支援したい 

（2）同クラスは、日本語の授業をはじめ、さまざまな形で日本語

クラスの活動に参加する地域住民のボランティア活動を通じた、

外国籍住民との多文化交流の場である。防災活動に代表されるよ

うな、多様な主体の協力関係を築く場とする。 

①日本語クラスを外国籍住民と地域住民の接点を作る場と

して自治会行事への参加につなげる 

②角栄商店街で行われる川越 100 周年の行事に外国籍市民

と参加する 

（すでに川越 100 周年青年会議所主催の「着物で 100 周年人文字」

に着物を着用した外国人学習者と参加して日本人参加者との距

離が縮まった） 

（3）同クラスが角栄商店街の一角にある利点を生かし、外国籍住

民も含めた地域住民同士の交流の輪を広げることにより、商店街

の活性化に努める。（商店街にも外国籍住民の経営する店が増加

している）商工会とのつながりから地域社会のルールや人間関係

を学ぶ。 



3．実施計画 

 

（1）令和 4 年 7 月に霞が関角栄商店街に「サテライト日本語クラ

ス」を開設。 

 

（2）同年同月、同クラスにて川越市や地域外国籍住民を対象に日

本語の授業を実施。自治会行事への参加 

 

○スケジュール 

時期 令和 4 年 7 月～令和 5 年 2 月 
7 月 地域外国籍（在勤）住民への日本語クラス 

開設 地域挨拶回り～6 月より 
8 月 日本語クラス 角栄商店街 青年会議所主催 

川越市制 100 周年グローバルフェスティバル

参加 
夏祭り参加 ラジオ体操参加 

9 月 日本語クラス 防災訓練 敬老会 
 10 月 日本語クラス 運動会 クリーン作戦 
 11 月 日本語クラス 文化祭 
 12 月 日本語クラス 日本語検定試験 

育成部 クリスマス会 大掃除 
1 月 日本語クラス  
2 月 日本語クラス 演芸大会 

 

○広報計画 

日本語教育ネットワークの HP、FB 国際交流センター等川越市関係

者に周知。青年会議所主催の川越 100 周年イベントでブース出展

（角栄商店街にて）チラシ印刷川越市教育委員会共催 1000 部 

4．実施体制 ①総括責任者： 代表理事 藤長晴栄 ②連絡責任者：同前 ③現場責

任者： 浅葉幸作 ④経理担当者： 長谷部治彦 ⑤広報担当者：

秋間英雄 ◆協働団体：川越市国際文化交流課、 川越市地域づく

り推進課、 川越市社協地域福祉課、霞が関北自治会角栄商店街、

川越市商工会川越市青年会議所、最明寺 

霞が関北公民館、育成部、川越市教育委員会に対し後援等名義使用

許可申請書申請中 



5．事業の効果 

 

（1）国際交流センターにおける日本語クラスの実績を踏まえ、地

域外国籍住民に対し、きめ細かい日本語教育を提供できる。 

（2）地域密着型の日本語クラスが誕生することにより、これまで

諸般の事情で日本語学習の機会を充分に持てなかった外国籍住

民、特に不就学の児童生徒がその機会を持つことができるように

なる。 

（3）地域外国籍住民と交流の機会を持ちたいと思っても、なかな

かその機会を持てなかった地域住民に交流の場が生まれる。 

（4）その結果、近い将来に起こるとされる地震への対策など、様々

な生活情報を地域の外国籍住民と地域住民が共有できるように

なる。 

（5）住民同士、周辺留学生大学生等との間に多文化共生意識が芽

生え、今後の「まちづくり」につながっていく。 

 


